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　2011 年の震災において再び我が国における動物たち
の状況に世界の注目が集まりました。阪神大震災の時か
ら比べると進歩した面もあれば同じ間違いが繰り返され
てしまった面もあったようです。しかし多くの国民が動
物との共生の意味を真剣に考える良い機会にもなりまし
た。私たちが自分たちの生活圏に引き込んでしまった動
物たちにはあらゆる意味で選択権が与えられていません。
彼等には人間があたえる生活以外の暮らしはないのです。
これは決して伴侶動物たちのことだけを言っているので
はありません。家畜、学校動物、動物園動物、実験動物
等はすべて人間に完全に依存せざるを得ない状況におか
れているのです。何かが起きた時には彼等の保護者であ
る人間が十分な対処をしなければならないのです。その
ためにはまず彼等を知ることが必要でしょう。私たちに

とって彼等の存在とは果たしてどのようなものなのか、
また私たちと彼等の間にはどのような問題があるのか。
このようなことをじっくり考える機会を今回のような会
議が提供してくれるのではないでしょうか。あらゆる側
面から私たちの周りの動物たちを見つめるために必要な
有益な情報が会議の場で沢山提供されることでしょう。
各界の専門家の方々の講演を通して今後の動物たちとの
共生を見直すこともできるのではと考えています。動物
に関心のある方々や動物に関わる仕事についておられる
方々のみならず一般の市民の方にもぜひ参加していただ
きたいと思います。家庭で動物と共に生活をしていない
という方々であってもどこかで、何らかの形で動物とつ
ながっているのです。彼等は人間とこの時空を分かち合っ
ている存在なのですから。
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